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論題（目的）および仮説の設定

～キーワードを出発点とする
論題・仮説の見つけ方～
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探究スキル②論題および仮説の設定を行う

キーワード

テーマ設定

論題設定

仮説設定

大まかなジャンル

題材（大まかな内容）

具体的内容

合理的説明のための仮の説



Topic

（１）テーマ設定を深化させる
（２）論題を設定する
（３）仮説を設定する



（１）テーマ設定を深化させる
（２）論題を設定する
（３）仮説を設定する



《これまで学んだこと》
（１）テーマを深化させる

マインドマップ
→「テーマ」になり得る
「キーワード」 を探す

自分の興味



《テーマ設定のプロセス》

キーワードに関する文献を見る

心惹かれる問題があれば、さらに読む

改めて、その問題が面白いか自問自答

文献を深く読み込み、情報整理

「文献」による精査

（１）テーマを深化させる



《テーマ設定のポイント》

知的なおもしろさ
がある

興味を持って
探究し続けられる

探究する
余地がある

（１）テーマを深化させる



まとめ①
（１）テーマを深化させる

「感覚」ではなく「文献」によって
テーマを吟味する

テーマは３条件を満たしていなければ
ならない

知的な面白さ/研究しつづけられる素材/余地



（１）テーマ設定を深化させる
（２）論題を設定する
（３）仮説を設定する



Closed question Open question

開いた問い閉じた問い Yes/No ５W1H

父

最近、学校どう？

最近、
学校楽しい？

最近、学校で
楽しかった
ことは何？

（２）論題を設定する



探究とは？

今のみなさん

START

GOAL

解決したい課題

問いを立てる

検証する

問いを立てる

検証する

問いを立てる

検証する

（２）論題を設定する



よりよい生き方への応用！

今のみなさん

START

GOAL

幸福な人生

検証する

どうしたら
幸せになれる？

検証する

検証する

どうしたら
幸せになれる？

どうしたら
幸せになれる？

（２）論題を設定する



問いづくり

問いをうまく作れれば

欲しい情報が手に入る

欲しい情報が手に入れば

より深い人生を歩める

（２）論題を設定する



マインドマップ

論題設定

問いづくり

（２）論題を設定する



《論題》
（２）論題を設定する

研究発表をするときの「タイトル」

より具体的に絞り込む



方向付け 焦点化

《論題具体化の重要性》
（２）論題を設定する



《不適当な論題》

① 漠然とした論題

② 高度に専門的な知識・施設を必要とする論題

③ 予言に分類される論題

④ ハウツーに分類される論題

⑤ 調べ学習で終わってしまう論題

（２）論題を設定する



日本にもリスクがある～食糧自給率と飢餓～

水族館における展示方法の提案

人工知能と人間社会の関わりについて

災害時に水をどう確保するか

《三高探究の日》



キーワード「新型コロナウィルス」
（２）論題を設定する



キーワード「イベント自粛」

食品ロスを
なくす

（２）論題を設定する



《ビリヤード法による焦点化》

ビリヤード法：自分が考えたい問題について
次々と問いを立てて論拠を固めていく手法

キーワード「新型コロナウィルス」→文献調査
⇒テーマ「食品ロスをなくす取組」

ビリヤード法によってどのような論題が
生まれるか？

（２）論題を設定する



テーマ「コロナ禍による食品ロス」

Who

What

When

Where

Why

How

誰が食品をロスしているのか？

食品ロスとは何か？どういう状態を指すのか？
コロナ禍で残った食品は何か？

いつから食品ロスは増加しているのか？

どこで食品ロスをなくす取組をしているのか？

なぜ食品ロスはなくならないのか？

どのようにコロナ禍の食品ロスをなくせるのか？

（２）論題を設定する



《ビリヤード法による論題決定》

背景：なぜその研究をすることになったのか
社会的な背景・社会のニーズ・研究意義

（２）論題を設定する



まとめ②

探究テーマからさらに絞り込みを行う
ときにはビリヤード法が有用

テーマを具体化した論題にすることによって
研究の「質」が高まる

（２）論題を設定する

テーマから論題へは「問い」づくりを意識



（１）テーマ設定を深化させる
（２）論題を設定する
（３）仮説を設定する



《仮説》

（３）仮説を設定する

取り組む論題に対する解答の予測

なぜ仮説を
立てるのか？

結論（解答）を支えるための
最善のデータをとるため

仮説なし探究

何を立証するか曖昧
論点がずれる

仮説あり探究

論点が絞られ
本質が見られる



仮説を立てるとなぜ探究しやすいのか

論題を深めるために
何をどのように調べるか

仮説あり探究仮説なし探究

どのような方法で
仮説を立証

調べた結果から
何を考察しよう

考察から
どのようなことを
結論とするか

仮説が正しい 仮説が誤り
なぜか
検証

やるべきことが明確になる
⇒論点がぶれない

さらに検証



《４QS法》 The Four Question Strategy （フォークス）

変化するものとその変化に影響をおよぼす要因を
変数として意識化させ，仮説の文章化を導く

論題に関係することを「数値」で表す

従属変数
論題の直接的な数値
調べたい結果

独立変数
従属変数を変化
させる原因



具体的な従属変数・独立変数（４QS法）

すべての企業はインターネットによるマーケティングに着手すべきか？

従属変数
（結果を示す量）

ネットのマーケティン
グによって得られる

企業利益

独立変数（要因）
マーケティングに
使った金額

従属変数の定量化
（結果の限定）

ある商品の
売上高を調査

独立変数の変化
（要因の変化）

過去のネットマーケティングに
使った金額の変化

仮説

商品の売上は
ネットマーケ
ティングに
使った金額に
正の相関関係
がある



複数の独立変数（要因）があることも……

仮説立証のために必要なデータ・情報を
取捨選択し，仮説を立証する

誰をターゲットにしているのか？
ネット以外のマーケティングは？
どこでマーケティングしているのか？



仮説を設定するために
そのテーマについて
・すでに明らかになっていること
・現代の問題点

を深く調べる！



まとめ③

仮説の設定は探究活動の「道しるべ」

仮説を設定するには，４QS法も一つ

（３）仮説を設定する

結論に影響を与える要因は？



面白い現象やテーマは，すでにあなたの周りに

転がっています。あとは，それが面白いということ

に気付き，それが面白いと示せるだけの

知識を手に入れるだけです。



探究スキル② 論題および仮説の設定を行う

キーワード

テーマ設定

論題設定

仮説設定

大まかなジャンル

題材（大まかな内容）

具体的内容

合理的説明のための仮の説

本日のまとめ

マインドマップ

問いづくり(開閉)ビリヤード法

４QS法（数値化）論理化



自分のテーマ設定を見直そう！

自分のマインドマップから
キーワードを５個取り出す

キーワードに関連して
●解決したい問題
●作り上げたいもの

を考える


